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●BOKOMIをイランで紹介
阪神・淡路大震災の教訓から結成された神
戸市の自主防災組織「防災福祉コミュニティ
（BOKOMI）」の世界発信事業の一環で7月4
日から10日までの計7日イランへ出張してきまし
た。
今回の出張は、 ①イラン内務省でのセミ

ナーで、BOKOMIについての発表 ②JICA
国別研修「イラン消防運用体制」詳細計画
策定調査 ③イラン消防運用体制に係る情報
共有。以上3つの目的で、イランへ調査団と
して向かいました。

●カラジ市消防本部・消防署視察
イランの首都テヘランでのセミナー発表が
終わり、翌日からはイランの消防体制の調
査、「消防運用体制」詳細計画策定調査の
ため、内務省との協議、カラジ市消防署の

視察等を実施しました。
カラジ消防本部の視察では、女性消防士
の話を聞く機会をいただきました。宗教上の
理由から、女性だけの部隊の当務日があるこ
と、現場活動では、男性と同じく油圧式救
助機材等の重量のある資機材も使用するこ
と等の話を伺いました。

●今回の調査報告として
セミナーでイランの方にもお伝えしましたが、
大規模な災害対応能力の強化ポイントとして、
消防等公助の能力向上はもちろんのことです
が、一般市民の方の災害対応能力や防災意
識の向上、すなわち自助、共助の強化が必
要不可欠です。大規模災害への対応能力の
重点項目の一つ「市民防災、地域防災の向
上」については日本と、イランを含むその他災
害多発国や地域においても協力すべき重点
項目の一つであると考えます。
今後も国内はもちろん、他国の地域防災

力の向上に少しでもお役に立てるよう、関係
各位、地域の皆さまのご協力を受けながら進
んでいきたいと思います。

（予防課　手塚　寛）

須磨海岸では、毎年海開き前に各行政
機関やボランティア団体・関係事業所が参
加し、水難救助訓練を実施しています。今
年は、避難経路の確認や津波災害に対す
る意識啓発、また冷静に判断及び行動する
ことを目的に、南海トラフ大地震発生による
津波（大津波）警報発表を想定し、住民及
び海水浴客などを津波被害警戒区域内から
の避難訓練をおこないました。この訓練は一
般の方も参加できる訓練とし、私たち須磨
消防団は、参加していただいた方 を々安全
に津波被害警戒区域外へ誘導する役目を担
いました。
私はこの訓練で２つのことを感じました。
1つ目は、須磨海岸の北側はＪＲ山陽本線
及び国道2号線が東西に走っており、北側

への避難が容易でない場合もあり得るという
ことです。 ＪＲ山陽本線は地震発生時に遮断
機が下りている場合もあり、国道2号線は避
難する車で道路が渋滞している可能性もあり
ます。北側へ避難することでさえスムーズに
いかないということが実感ができました。この
訓練で、団員一同改めて日頃の訓練や備え
の大切さを知ることができました。
そして2つ目は、時間が限られているという
ことです。津波避難は時間との戦いで地震
発生から約1時間で活動を中断し、全団員
も一旦避難しなければなりません。この1時
間で数万人を避難させるために今後もいろい
ろな想定を考え、須磨海岸の付近住民と観
光客の安全を守りたいと思います。
（須磨消防団　団本部　副団長　元部雅由）
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